




 

公募型プロポーザル方式に係る手続開始の公告 

 

次のとおり公募型プロポーザル方式による契約相手方特定の手続を開始しま

す。 

 

令和５年２月３日 

 

福島県会津若松建設事務所長  矢澤 敏幸 

 

１ 業務概要 

（１）業 務 名 道路改築事業ＣＭ業務委託（道整・補助） 

（２）業務内容 国道１２１号若松北バイパスにおける道路改築事業及び 

     その附帯事業の施行に当たり、設計段階、用地取得段階、 

工事発注段階における各種マネジメントを行うＣＭ（コ 

ンストラクション・マネジメント）業務 

（３）履行期限 令和６年３月２９日 

 

２ その他 

（１）参加資格など公募型プロポーザル方式に係る詳細については、道路改築 

事業ＣＭ業務委託（道整・補助）公募型プロポーザル方式募集要領による 

ものとする。 

（２）契約保証金 

契約相手方となった者は契約金額の１００分の５以上の額の契約保証金 

を納付しなければならない。 

なお、契約保証金の納付は、福島県財務規則第２２８条第２項の規定によ 

る担保の提供をもって代えることができ、福島県財務規則第２２９条第１ 

項第１号から第３号、第５号、第８号又は第９号の規定のいずれかに該当す 

る場合は免除する。ただし、福島県財務規則第２２９条第１項第８号の規定 

により免除したものについて、契約変更後の業務委託料が３００万円以上 

となるときは、この限りではない。 

（３）契約書作成の要否 

   要 

（４）本業務は、令和５年２月福島県議会定例会において本事業に係る予算が 
  議決されない場合は行わない。 
（５）その他詳細は募集要領による。 
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公募型プロポーザル方式審査結果
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※　プロポーザル審査委員会に学識経験者を含めた場合、「審査委員会」の欄に○を付ける。この場合、個別の意見聴取は省略できる。

　　学識経験者の欄が不足する場合は、「別紙のとおり」と記載して名簿等を添付すること。

順位
企業実績 ﾋｱﾘﾝｸﾞ

総得点
配置技術者 業務実施方針

①募集要領（評価基準）の策定

意見聴取月日

技術提案

二次審査

令和5年3月7日

学識経験者意見聴取結果

意見の適否

対象業務の選定

一次審査

 

 

 

 

審査委員会 ②の意見聴取

要 ・ 不要

②技術提案書の特定

意見聴取月日

年　　月　　日令和4年12月26日

年　　月　　日

令和4年12月26日

年　　月　　日

年　　月　　日

要 ・ 不要

要 ・ 不要

要 ・ 不要

32.7 113.1

所在地
評価項目毎の得点

福島県福島市大町７－２５

 

 

委託業務の概要

委託業務名

郡山国道副所長 袖林　淳

令和5年4月3日～令和6年3月29日

委託業務箇所 会津若松市高野町大字中沼地内外

委託業務番号

路線河川地区名

23-41340-0059 道路改築事業ＣＭ業務委託（道整・補助） 工　　期

意見無し

意見無し

意見の適否

10.0 33.0

ＣＭ業務　Ｎ＝１式

学識経験者の職・氏名

21.515.9

 

年　　月　　日

 

年　　月　　日

備　　考

委託者決定

参加者（技術提案書の提出者）

道路改築ＣＭ業務建設技術研究所・新日設計共
同体

開
催
年
月
日

令和4年12月20日

職業等

募集要領
（評価基準）

令和5年3月1日
プロポーザル審査委員会

令和4年12月21日

令和5年3月14日
入札参加条件等審査委員会

参加者　1者

国道１２１号若松北バイパス

佐藤　幸喜郡山国道副所長

氏名


